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や墓室皇≡垂曇三舎王墓＿＿圭曇三園後　日
北山公田禦水化対日予算化へ

∴、

大寒を過ぎても寒さはより一層厳しく、この日本列島を覆ってい

ます。とはいえ、散歩をしていると早くも梅があちこちで花をつけ

始め、確実に春の訪れを感じさせてくれます。皆さん、お元気でし
ょうか。

新しい年が明けましたが、今年も暗いニュースばかりが続きます。

好戦国家のアメリカによる対イラク戦争は秒読み段階、日本の不況

は戦後最悪、庶民の生活を直撃、政治はなす術もないどころか政治

家、官僚は私利私欲の権化と化し、全くお笑い世紀末国家になって
います。

さて、目を転じてわが里山・東村山一一一帯のお話2魅。ひとつは北

山公園親水化計画。この3月市議会で正式決定の運びとなりますが、
行政サイドの情報によれば工事費がほぼ計上されることになったと
のこと。必ずしも満足のいく予算ではないらしいが、まずはろうほ

うとして受け止めたい。いよいよ清流復活に向けた歩みが始まりま
－→次ダ‾へ



す。もうひとつは「多摩湖堰堤

強化工事」問題。これについて

前号でも紹介しましたが、工事
に伴い多摩湖の水位が15メー

トル近く下がり確実に北川の水

量が減少することが予測される
ことから、公示方法の見直しを

都水道局に申し入れしたいと考
えています。具体的には、「東村

山みどりの市民会議」や「多摩
湖ネットワーク」を通じてとい

うことになりますが、今後とも

事態の推移に注目してくださ
い。

かっばの会は今年も楽しく、

デス。

鶉蜜∴鶉∴∴舘

圏

アブ日加縛め等イブふ

第7回目のかっぱ‘Xマスパーテ

ィーは初めての風船アートを飾り
12月14日に開催しました。恒例

の焚き火を囲みながら、皆で羊肉を

焼き、かっぱ風イモ煮鍋作り、昨年
同様、熊本の川辺川から大きな鮎を
とり寄せて塩焼きを食べる、ギター

演奏によるアフリカン音楽にあわ
せて、ビールをはじめホットワイ

ン、熱樹海、焼酎のお湯割り泡盛等

を飲み、星空の下で老若男女皆で歌

い踊り、夜遅くまで楽しく宴が盛り

上がった。　　　　　　（鈴木洋）



となりの川ウオーク　空綱川の改修工事に唖然！

（土）鵡川を

1月12日、空堀川を野山北公

園内の源流から久米川駅近くま
で歩きました（約10キロ）。源

流部の谷戸は自然が保たれ、すぼ
らしかったのですが、野山北公園

を一歩出ると、すぐに暗渠、また

青梅街道手前の開渠部分では汚
水の流入も目立ちました。青梅街
道を過ぎると大規模な河川改修
工事が断続的に進んでいました。

本当に大きな河川の断面（久米川
より下流と同等のりと調節池の
工事が進められており、唖然とし

ました。魚博士の君塚先生に河川

工事の計画の実態をお聞きしな
がら、ウオークしましたが、一度

決定すると突き進む住民不在の
公共事業に、怒りを通り越し、呆
れ果てた1日でした，河川沿いに

▲

若干の雑木林の残っている場所
が救いでした。（清水）

函

第6回野川を歩きます。
第6回　野川源流部を歩きま
す。西国分寺駅から小金井市前原

町付近までの約5キロを、湧水め

ぐりなどしながら歩きます。
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鳴醜媒螺等親閲螺⑰
去る1月19日、緑の楽校の行事

として狭山公園で野鳥観察会が

開かれました。狭山公園はカンム

リカイツブリ等多くの野鳥が生

息し、首都圏の身近な野鳥観察の

場として市民に親しまれていま

す。市報のPRもあり、武蔵大和

駅に集合した人は約40人。

出発するとすぐおなじみのヒヨ

ドリ・キジバトが出迎えてくれま

した。林の中を進んでいくと、ル

リピタキ・シロハラが茂みの陰に

います。たっちゃん池に着くと、

カワセミがコバルトブルーの輝

きを堪能させてくれ、ホオジロガ
モ・ミコアイサといったちょっと

珍しいカモの仲間も見ることが

できました。十二段の滝では土手

にジョウピタキ・アオジが、そし

てその脇の林では樹上にアト

リ・シメをじっくり見ることがで

きました。堤体下のアカマツ林で

は、ピンズイ・ツグミが地上を歩

き回っています。湖面に出てみる

と、すぐに狭山公園の目玉とも言

えるカンムリカイツブリの50羽

以上の群が見られました。今は地
味な冬羽ですが、春、多摩湖を去

る直前には華麗な夏羽に変身し
た姿を見ることができます。さ

らに、水面にはハジロカイツプ

リ・オナガカモ・マガモ等が浮
かんでいます。湖面に面した林

には、狭山丘陵の王者オオタカ
や、やはりタカの仲間のノスリ

が樹上にとまっているのを見つ

けることができました。

このように、この日はわずか3

時間の間に40種もの鳥達に出
会うことができました。今さら

ながら、狭山公園が多くの鳥達
の冬越しのための寅重な場所に

なっていることをみんなが実感
したことでしょう。

しかしながら、これらの場所の

大部分は、近々着手される堤体
強化工事のために大きな影響を
受けます。現在の計画では、樹

林の伐採や湖水位の低下等によ

り、結果として狭山公園の鳥達
の生息の場を奪ってしまうこと

が予測されます。鳥達にも十分

配慮した計画による工事にすべ

きではないでしょうか。

（ピー永島）
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動餓緻短薬悠鹸鰯終息息探議蜜軸・ 

可〝歩きや／〝そうC、環境族全・厚生への，取り組み、諮り、Xマスパ 
ーティーetO，き舌ざ舌鰯を楽しく鰯しているかっばの会ですかし 

善在京だ遊雄グ合いという声なき㌧声Iこ、かっばの分瀦鍛l遊びかっ 

筋金lが2つのJOYプランを篠成した。甥をサボ」ターを募集玩 

乞う．醇移！ 

朝潮醐脚脚五　　才 
カヌー＆キャンプ西宮〆羊〆キ繍 
かっIまめ余立ち上げの鍔、よく行ったなつかしの幼〝教仁で、カヌーに 

乗夕、焚き火をし、食べて飲んで荻って「l諾ってのキャンプは助郷年 

●β傍．・5月の真土、B（1．活2日） 

●楊励∴・房／〝上．宿循囲インター逝く 

●費居・・たぶん3000仇篤い∴∴∴∴∴虐議 
●鰯：お酒∴食べ物・錬‾細くこ鍾駕 ●参腰移．・ナシ 

∴「∴　　　　　　　　　　　　＼∴ ‘酬脚脚航∴∴‾‾、ト＼一ミ 

左京lご倣薗ぐの〝へ汚：ってみよう！シリーズ君l努 

たとえば妨ナ〟、〟溜〝ぽどうだろう！ 
●β傍一弓0月の某“8、2弟3日 

●窃虜∴四回、四万十〝、舌た居原本・〝辺／〝 

●貸席：たぶ完′500のl中ぐらい 

●街着．・常会が富llので、参勿希望者ば今月から麗立て二錦垂を姶めてく 

たせ生者た、上′窮の／〝以外で行ってみたいMt訪ソ乏したら、こ遷移 

ぐたきLI。吉だ五黄決定’でばあ〝ませイ′。 

●裟循：なるべく安1匹Iこするためにキャンプを基本にする予定。 

●」内容－iその〟に広Cた／I榎びを中心に灘の御節とも曳瘡する 

●l節合せ・．連絡先．・⑦②とも三島何秒－591一名76秒 



国困護国圏！園田国uUEBAR

新曲醜増㊦暁
東村山駅西口徒歩約3分

Ciose　日曜日

TeIO42（394）4548

ライブふクとユニル

2／15（土）

Lou＆theBalfryBand

＆　TAD三浦

・・“ChoreeY2．000－

2月2（土）

フロミズワンダーズ

・・“cho噌eY1，000－

3／15（土）

ミカズ馴uesShow

“・・choreeY2，000－

3／29（土）

コージー大内

・・．chorOeYl．000－

4／12（土）

朗ues刷eNo．1

・・・chorOeYaoOO－

水辺備旧IZR－！日

小魚散わすな．ポイ給でで！

＜12月＞

朝9時。気温が低く水溜りでは

氷が張っている。水辺の高い木の

葉っぱがすっかり散ってしまい、

liiの中から見上げる空は、とても

開放感がある。この時期にしては

水量は多いが小魚はいない。
ボランティアの中学生二人が、

先月に引き続き川掃除に参加し
た。今日は彼らにロング長靴を貸

してあげた。川歩きを思いっきり

楽しむには、腰まである長い靴が
いい。一度履いたら止められない
ハズ？

＜1月＞

冬真っ盛り。日陰では一週間前
の雪がまだ解けず、今朝は大気も

川の水も冷たい。この一ケ月間で

川底が部分的に変化していて、川
が生きていることを実感する。こ

の時期に初めて小魚を見つけた。

淵の深い底にジーツと。大感激！

今日の川掃除参加者はこれま
で最高の9名。しかし、残念なが

らゴミの量も増えた。ビール、チ
ューハイの空き缶が多い。マナー

の悪い酒飲みが増えたのか‥・。

（毎月第2土曜日9時集合北山
′匡囲う　松村餅2÷蛾－1銃2）



餉醐脇」ナー

ナガトメといいます。しばらく

の間、かっばの会の門前でぶらぶ

らしていましたが、この度晴れて

入会させていただきました。かっ

ばの会に対しては、一痛も二癖も

ある怪人のあつまり、というイメ

ージを持っています。百鬼夜行の

なかでは若輩者ではありますが、

環境破壊の先棒を担ぎ続けてきた

建築関係者の一人として、何かで

きることがあればと考えています

（永留純一）

編集編集部では会員の皆さん
のお便りをお待ちしています。近

況・ご意見何でも結構です。メー
ル、会費払込み票の通信欄などを

ご利用ください。

広告

珊瑚・カレー＆ビール

綴爛緻
坦ARU新書だよ乱
『味なくらし．西武沿線小さな
旅』というガイドブックにMAR
Uが紹介されました。西武線の各

駅のおいしい店を紹介する本で
すが、束村田がらはうどん屋さん
をはじめ数件が載っています。よ

ろしかったらご覧になってくだ

さい。また3月ごろには山と渓谷

社発行の『東京さわやか散歩』の
八国山、北山公園のページでもM

ARUが紹介される予定です。

＊

春風をめぐるコンサート
あの内田ボブとナーガが春風と
ともにやってくる！

●日時：3月7日（金）18時半－

●場所．MARUIF

●チャージ，1800円（ドリンク別）

●内容．南アルプス・大鹿村より
内田ボブ、トカラ列島スウノセよ

りナーガこと詩人の長沢哲夫が
ヤポネシアを北上中。歌と詩をひ
っさげ、春風に乗って東村山にや
つでくる。

∴●誉：士
側ARU　東村山駅西口1分

Jei＆Fax O42－395－4430
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●みどりの楽校 ☆「もっと生かして守ろう！ 仆x�(ｷY|ｸ,ﾉ8ﾉ���6x6x8ﾘ,ﾈﾌﾈｻﾙfｸ�"�ﾏh��自��,ﾉ|�,ﾉ]ｹ�8,h+ｸ,ﾉ��/�zﾈ.｢�.冉ｶﾆ迄,ﾉ�IzﾉYﾈｨ�,h*(*Ik(/�.�,�,B�

部会地農業」 俥ﾈ.x.ｨ+ﾘ檍,X+x�(齷�(,inﾈ､�,ﾉuh-�*｢�

農業・農地保全への様々な課握とま ��XﾔH*ｸ,X��ⅹ酳,伜�:���ｨ�:�,伜���,R�
ちづくりを考える市民研究会です。 �*ｸ.兩ｸ�伜�����?ﾉ�陞�冰(�ｨ/�ﾔﾈ*ﾙ^X��

日　時　2月8日（土）午後1時から �+X,H*�.�-ﾈ+x�(ﾋｸﾝﾘ檍什�H,ﾓ#�冖ﾂ�

場　所　市民センター別館 �,X+x�"�

内　容　基織講演とパネルナイスかション ��ﾈ檠N���D隴C3���苓�(�X*�,�,�,ｩ�ﾘ�b�

☆「水質と水生生揚の ��棊以隴H�ｨ,h�(芥.x+X*(*�,�,��X���

関係を知る」 水生生物は川の水質によって異な ります。川本来の生態系を回復する �/�*��x.�+X-ﾈ+x�"��ﾉn(*(ﾘx+��Y�ﾈﾙ�-ﾙ�h�s���ﾃ��#)8ﾂ��ｨ�(�9nﾈﾏｹ*ﾃ8�ﾃ�6s井�8y_ｹfｹ�ﾈ*��,�,�,ﾈ樸FVﾈ�臟��C(�ﾃ3���ﾃ#3cR�

ために、水費と生物の関係を知りまし ��ﾈ檠N�5ｨﾙ��b�

よう。講議後に空堀川で調査します。 ��8ｴﾈ-hﾋｸｾ���z�-ﾈ+ﾘ,ﾒ�

日　時　3月8日（土）午前10時から ��ｹu云i�Y�h�����#��ﾃh�ﾃ��CCsh�ﾂ�

場　所　美住リサイクルショップ ��ｸ*�+8-�ｾ(ﾗ98ﾉ�ｨ�(迚5��儿��｣3c�Sc滴�ﾂ�

内容学習会とフィールドワーク 主催東村山みどりの楽絞 聞合せみどりと公園膜 　曜し042－393－5111 ��?ﾈ�)kﾈ��fｹ�ﾈ*�,�,�,ﾈ橙�

●訴人会員紹介（敬称略） 　永日純一（西東療市） 

【北川かっばの会定例会】 
次回定例会は3月16日（日） �*�,�,ﾘｩh壓,ﾘ�9>�,ﾈﾏij��,i�ﾘ��ｭ��)8ﾂ�
かっは亭14時～16時 ��ｨ�(踊�]8,ﾈ�X5x4h985��ｸ�h�X6x8ﾘ8ｸ�h�X5x4h�ｸ4��5x8x48986vｧ(,h*ｶﾇ(耳ｯｨ耳檍�h�X5H5hﾔ��b�$ﾔ�'�ｧ(-8.x,�,h�h,兒(*(,H*(-ﾈ+x�"�

●編集後記 

2003年の最初にお届けする「か つぱ通信」です。いよいよ今年中に50 号を迎えます。50号には会員の皆様の ��yj)x�,ﾉ�ﾈ-h�yfｹ�ﾉYﾈﾋ87h8�98�映ｹ�ﾂ�Yﾈﾋ87h8�98,ﾈ7�488ﾘ6(6x5��ｸ5�,h+R�

メットゾをお願いする予定です。如シク �,H��fｸ�(ﾏh���]8,ﾉfｹ�ﾈ*ｩ¥�.ﾘ.�,"�,(*�.�-ﾈ+x�##��(ｴ�,ﾉj)x�,ﾉ�ﾈ,ﾂ���/�%H.�ｨﾟｸ�)M�并����鈴u��y{��3��冷�

北川かっばの会の活動は（財）河川環 境管理財団の河川整備基金助成事業 として平成12年6月一平成16年5月 までの継続助成金をうけています。 


